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§１．研究実施体制  

  

（１）佐藤グループ 

① 研究代表者：佐藤 守俊 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

② 研究項目 

・ゲノムの光操作技術の開発 

 

（2）成川グループ 

① 主たる共同研究者：成川 礼 （静岡大学理学部 講師） 

② 研究項目 

・シアノバクテリオクロム相互作用システムの構築（成川、榎本、池内） 

・近赤外吸収型の発見・開発（成川） 

・暗反転型の発見・開発（成川） 

・様々な光変換を示す分子の同定・開発（成川） 

 

（3）矢澤グループ（米国コロンビア大学） 

① 主たる共同研究者：矢澤 真幸 （米国コロンビア大学 アシスタントプロフェッサー） 

② 研究項目 

・Light-activated genome engineering toolsの改良とそれらの生物学的研究への応用 

 

 

 

H29年度 

実績報告書 

 



 2 

§２．研究実施の概要  

 

1. ゲノムの光操作技術の開発 

ゲノムにコードされた遺伝子の発現を光刺激で強く活性する新技術（Split-CPTS2.0）を開発した．

同技術を用いて iPS細胞のゲノム遺伝子（NEUROD1）の発現を光刺激で活性化することにより，

iPS細胞の神経細胞への分化を光刺激で操作できることを示した（佐藤 G）．  

 

2. 光スイッチタンパク質の開発 

長波長の光スイッチタンパク質を開発するために，シアノバクテリオクロムに着目している．シアノバ

クテリオクロムにアミノ酸変異を導入し，光照射で活性化し暗所で速やかに元に戻る暗反転型シア

ノバクテリオクロムを開発した．さらに，青色光の強度を感知する新規なシアノバクテリオクロムや青

色光と緑色光で光変換するシアノバクテリオクロムの開発に成功した（成川 G）． 
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